
都市再生整備計画（第４回変更）

柄沢
か ら さ わ

地区

神奈川
か な が わ

県　藤沢
ふ じ さ わ

市

平成２０年１１月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 64.4 ha

昭和 61 年度　～ 平成 23 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人
平成１６年度 平成２０年度

ha
平成１６年度 平成２０年度

件
平成１６年度 平成２０年度

㎡/人
平成１６年度 平成２０年度

６１０件

４．土地区画整理事業施行区域におけ
　　る一人当たりの公園・緑地面積 居住者一人当たりの公園・緑地面積

公園・緑地等が不足する環境に対して、緑化重点地区にふさ
わしい潤いを実感できる居住環境の形成を目指す。 ０．７㎡/人 ７．０㎡/人

３．新規住宅等着工件数 地区内において良質な住宅等の建築された件数
居住環境上の課題を抱える地区において、建替を含む民間等
による良質な住宅等の供給を促進する。 ３７３件

３，０５０人

２・土地区画整理事業施行区域におけ
　　る有効利用された空地の面積

地区内において不整形な空地から良質な宅地
に改善された面積

スプロール開発の影響による低未利用地を良質な宅地に改善
することで、まちなか居住にふさわしい環境の形成を目指す。 １０．０ha ３１．０ha

１．土地区画整理事業施行区域におけ
　　る地区内居住者数 地区内における新たな居住者の増加人数

良好な居住環境の形成による効果を活かし、地区内における
居住者の定着を進める。 ２，４００人

・柄沢特定土地区画整理事業施行区域は大都市法の重点供給地域として既存住宅の建替等を含めた良好な住宅、宅地の供給を促進すべき地区に位置づけられています。

・藤沢市緑の基本計画において公園緑地の整備や緑地の保全が急がれる緑化重点地区に位置づけられています。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・緑化重点地区にふさわしい潤いのある良好な環境づくりを進めるため、公園緑地の整備、残された緑地の保全などが必要となっています。

便利で潤いのある良好な居住環境の形成によりまちなか居住にふさわしい、また、市民が愛着の持って住み続けたくなる市街地

・ふじさわ総合計画２０２０では、市民が安全で安心してだれもが住み続けたくなるまちづくりを進めるため、良好な生活環境の整備と緑のネットワーク空間の整備が方針として位置づけられています。

・藤沢市都市マスタープランでは、基本方針の地区別まちづくりを進める地区に位置づけ、歴史、文化や身近な自然など地域の特性を活かしたまちづくりの推進が方針とされています。

・都市再生整備計画策定にあたり、庁内横断的組織（まちづくり事業研究会）を設置し計画内容や進め方などについて協議、提案を行いました。

・良好な居住環境の整備により職住近接したまちなか居住を推進するため、藤沢南部地域におけるスプロール市街地の解消を図ることが最も重要な課題です。

・現在、まちづくりを段階的に進めており事業効果の早期化、向上を図るためにも、残された未整備地区の脆弱な地区施設の改善を早期に図る必要があります。
・居住者の定着が順調に進み、将来の少子高齢化など地域社会の動向も視野に入れ居住者のくらしを支える生活利便施設、公共交通機関、地区防災施設の充実が必要となっています。

・当地区は昭和３２年に策定した藤沢総合都市計画の既成市街地整備を目的とした藤沢南部開発地域に位置し、藤沢駅周辺の都市機能の増進、鉄道沿線への工場誘致とその後背地の住宅地開発を
セットに職住近接を理念とした地域開発を進めていましたが、急速に進む都市化の影響から都市基盤が未整備なままスプロール化が進み、当地区の居住環境の悪化が浮き彫りになっていました。このた
め、地域住民との話し合いを重ね昭和６１年に柄沢特定区画整理事業が土地区画整理促進区域の指定を受け、良好な居住環境の形成を目標に土地区画整理事業を核としたまちづくりをスタートしまし
た。

・藤沢南部地域では近年、産業構造の転換に伴う大規模工場の再編が進み、産業の再生、活性化を図るため都市再生緊急整備地域の指定を受けた辻堂駅前地区や隣接する村岡地区では新駅設置
構想があり、これらの計画、構想との連携によって職住近接したまちなか居住を図るべき地区として都市政策上、主要な位置づけが与えられています。

・当地区の中心である柄沢特定土地区画整理事業区域は、地域再生計画（人々の交流と、元気がうみ出す、魅力ある都市づくり（案））の区域として申請手続きを進めています。また、大都市法による重
点供給地域でもあります。

・柄沢特定土地区画整理事業に於いては、昭和６１年から開始した総合的なまちづくりの実施によって描いた地区の将来像の具現化が進み、地域住民も事業の早期完成に向けてまちづくりへの意欲が
高まっています。区画整理審議会、公園づくりのワークショップの実施（平成１５年度４回実施）、維持管理への住民参加（平成１６年度公園愛護会設立）などによる住民と協働によるまちづくりを進め、事
業終了後も地域住民によるまちづくり活動が継続するよう誘導を進めています。また、中小の組合区画整理が周辺地域で実施されていることに加えて、平成１７年には渡内東土地区画整理事業が組合施
行により行われています。また、村岡地区くらしまちづくり会議（年１２回以上実施）が活動しているなどの住民主体によるまちづくりが根づいている地域でもあります。

計画期間 交付期間 20

「　～潮風そよぐ湘南の丘～　誰もが住み続けたくなる良好なまち　」

都道府県名 神奈川県 藤沢市 柄　沢
か ら さ わ

　地　区



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

○交付期間中の計画の管理について

・戦略的に事業実施により早期に事業効果をあげるため、土地区画整理審議会と協働して、毎年、事業効果について評価や事業の進め方の改善などのモニタリングを実施します。その結果やまちづく
り情報についてはＨＰ（開設済）やまちづくりニュースなどによって住民への情報公開を進めます。
・モニタリング結果の分析を行い、庁内横断的組織として新たに発足した「まちづくり事業研究会」やコスト縮減などのプロジェクトチーム（平成１５年度５回実施）により、事業間の問題処理や本計画及び
事業費の見直し作業を継続して実施します。

○交付期間中の戦略的な事業実施の方法について

・事業の進め方については、時間管理概念を徹底して事業のスピードアップを図ります。このため、「街びらき先行実施地区制度」を活用して、３年を目処に一部のエリアで「街びらき」の時期を明示し先
行実施します。５年後にはまち全体の完成を目指し、段階的な「街びらき」の実施による事業効果の早期化への工夫を図ります。

○潤いのある居住空間の形成を図るために

・住民、民間事業者が進める事業所、商業施設などの整備に際しては、藤沢市緑の保全および緑化の推進に関する条例に基づく緑化協定、樹木保全などのソフト施策との連携と住民、民間の協働によ
り、緑化重点地区にふさわしい居住環境づくりを推進します。

○土地区画整理事業区域内の主要な避難路や避難地のネットワーク化を図るとともに、居住者の定着状況に応じて地域
防災施設の整備を適切に進め、良好な居住環境を支える防災性の向上を図ります。
○土地区画整理区域内道路網の構成については道路を段階的に配すとともに、住区内の道路はクルドサック構造などと
し生活道路への通過交通の進入を防ぐとともに人と自動車動線の分離を図り、地域交通の安全性の向上を図ります。

・地域生活基盤施設整備事業（基幹事業）
・防火水槽整備事業（提案事業）
・土地区画整理事業（基幹事業）、準用河川滝川改修事業（関連事業、市）
・土地区画整理事業（関連事業、市）
・住宅市街地基盤整備事業（関連事業、市）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
・平成１１年度から柄沢地区を含む村岡地区全体でくらし・まちづくり会議が定期的に開催されています。（年間１２回以上実施）
・柄沢特定土地区画整理区域内では土地区画整理審議会（平成１５年度６回実施）やワークショップを実施（平成１５年度４回実施）して整備した公園では維持管理、清掃等を住民主体で行うための公
園愛護会が設立されました。また、身近なまちづくりの拠点なる地域コミュニティ施設も住民主体で維持管理を行う予定があることや今後整備する公園でもワークショップを実施するなどソフト施策の充
実、連携を図り、事業終了後も地域住民によるまちづくり活動が継続するよう誘導を進めて行きます。

・整備方針２（居住者のくらしを支える都市機能の増進）
○居住者のくらしを支える民間による生活利便施設の立地促進や地域コミュニティ施設の整備により居住に必要な都市機
能の増進を図ります。

・地域コミュニティ施設整備事業（提案事業）

・整備方針３（良好な居住環境を支える安全性の充実）

方針に合致する主要な事業

・整備方針１（良好な居住環境づくり）
○道路、公園、下水道など整備水準の高い都市基盤整備を総合的に進めるとともに、土地区画整理審議会やﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
の活用などソフト施策を充実し住民、民間との連携・協働によるまちづくりを進めます。
○地区内に配される公園と歩行者専用道路などのネットワーク化を図り、子供たちが安心して遊べる環境整備とともに、バ
リアフリーな安心して歩ける歩行者空間を整備します。
○都市計画道路、歩行者専用道路、公園の緑化によるみどりの回廊づくりを進めます。また、みどり基金などで取得した緑
地や近隣公園に残る緑地などの既存樹林の保全を図るとともに、社寺林や屋敷林など残された身近なみどりの保全に努
め、緑化重点地区にふさわしい潤いのある環境整備を図り、身の回りの生活の質の向上を進めます。

・土地区画整理事業（基幹事業）
・公共下水道事業（提案事業）
・公園事業（基幹事業）
・公園ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ事業（提案事業）
・樹木保全事業（関連事業、市）、土地区画整理事業（関連事業、市）
・住宅市街地基盤整備事業（関連事業、市）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 藤沢市 直 ５，７４２㎡ 平成１５年度 平成２３年度 平成１６年度 平成２０年度 70.4 70.4 70.4 70.4

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 藤沢市 直 － 平成１６年度 平成２３年度 平成１６年度 平成２０年度 3.5 3.5 3.5 3.5

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 藤沢市・組合 直・間 ５２．４ｈａ 平成１４年度 平成２３年度 平成１６年度 平成２０年度 4,827.75 4,827.75 4,827.75 4,827.75

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,901.65 4,901.65 4,901.65 4,901.65 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
地域コミュニティ施設整備事業 仮称並木台自治会館 並木台自治会 間 １箇所 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 30 30 12 12

藤沢市 直 ４９．６ｈａ 昭和６１年度 平成２３年度 平成１６年度 平成２０年度 769 769 769 769

藤沢市 直 ３箇所 平成１６年度 平成２０年度 平成１６年度 平成２０年度 19.75 19.75 19.75 19.75

－

藤沢市 直 － 平成１５年度 平成２０年度 平成１６年度 平成２０年度 3.6 3.6 3.6 3.6

合計 822.35 822.35 804.35 804.35 …B
合計(A+B) 5,706

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

藤沢市 国土交通省 ４９．６ｈａ ○ 昭和６１年度 平成２３年度 30,247

藤沢市 国土交通省 保存樹木1,500㎡等 ○ 平成１１年度 平成２０年度 1

藤沢市 国土交通省 延長９２８ｍ ○ 平成１５年度 平成１９年度 2,400

合計 32,648

交付対象事業費 5,706 交付限度額 2,282 国費率 0.4

0

0

0

18

0

うち民負担分

うち民負担分

0

0

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

0－

準用河川滝川改修事業

－

事業主体事業箇所名

柄沢地区

柄沢地区

－

柄沢特定・渡内東

－

柄沢地区

事業
細項目

直／間

－

柄沢地区

樹木保全事業

柄沢地区下水道事業

防火水槽整備事業

－

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

地域創造
支援事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

柄沢地区

柄沢地区

土地区画整理事業

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ事業

18.00

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費



都市再生整備計画の区域

面積 ６４．４ha 区域柄沢地区(神奈川県藤沢市)
藤沢市大字柄沢字大台、谷戸、観音上、林廻り、稲荷山の全部、石端、鞍骨、小台、大
上、宮ノ下、田淵、並木下、大塚山、大塚下、観音脇の一部、大字渡内字天岳院下、御
幣下、本在寺の一部、大字小塚字本在寺、渡内三丁目、渡内四丁目の一部

柄沢地区　６４．４ｈａ

小田急江ノ島線

国
道
１
号

藤沢駅

県道３１２号
田谷藤沢線

国道１３４号
県道３０号
戸塚茅ヶ崎

国道４６７号

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

０ ５００ １０００ １５００



土地区画整理事業施行区域における地区内居住者数 （　人　） 2,400 （　１６年度） → 3,050 （　２０年度）
土地区画整理事業施行区域における有効利用された空地の面積 （　ha　） 10.0 （　１６年度） → 31.0 （　２０年度）

新規住宅等着工件数 （　件　） 373 （　１６年度） → 610 （　２０年度）

　柄沢地区（神奈川県藤沢市）　整備方針概要図

目標 ～潮風そよぐ湘南の丘～誰もが住み続けたくなる良好なまち
代表的な

指標

街びらき完了地区

消防署

保育園

鎌倉市

□提案事業
公園ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ事業

■基幹事業
公園事業

■基幹事業
地域生活基盤施設
事業

柄沢特定土地区画
整理事業

□提案事業
下水道事業

□提案事業
地域コミュニティ施
設整備事業

○関連事業
準用河川滝川改修事業

■基幹事業
土地区画整理事業

○関連事業
樹木保全事業

渡内東土地区画整理
事業

■基幹事業
土地区画整理事業

街びらき先行実施地区

計画区域

関連事業

提案事業

基幹事業

凡 例

□提案事業
防火水槽整備事業
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